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この度は、衝撃弾性波コンクリート厚さ計／ ２のご購入、ご利用誠にあり

がとうございます。この【製品情報】では、本製品のご利用にあたっての最新情

報をお知らせします。皆様のよりよい探査の一助となれば幸いです。

＜衝撃弾性波法の測定原理＞

衝撃弾性波法は、弾性波がコンクリート部材の厚さ方向に多重反

射することによって生成される定在波の基本周波数（第一共振周波

数）を元に（１）式に従って部材の厚さ を推定する方法です。

β ／ ・・・（１）

（ ：音速， ：測定周波数，β：ベータファクター）

図 コンクリート厚さ測定法概要（右上：受信波形，右下：周波数解析結果）

＜ の特徴＞

２には、以下のような特徴があります。

（１）測定できるコンクリート厚さ：測定できコンクリート厚さは， から です。なお厚さが

を超える場合は，内蔵のインパクターでは出力が足りません。よってハンマーで打音します。使用するハ

ンマーは，コンクリート厚さが 〜 の場合は ， を超えるような厚い構造物の場合

は を用いてください。

（２）測定誤差：測定誤差は部材中の音速によって生じます。初期設定値は （ ）

となっており，この状態での測定誤差は約 ％です。既知の構造厚を使って音速校正を行うことにより，

約 まで精度を向上させることができます。

（３）グリッド設定：初期設定時にグリッドを設定することにより，連続測定が可能です。この場合，テキス

トファイル（コンマ区切り）ファイルに水平位置（ ），垂直位置（ ），周波数，厚さ（ ）の数値を出力

することができます。

（４）測定点数： 時間で約 点の測定が可能です。

（５）ジャンカ・空洞・クラックの探査（図 ）：ジャン

カでは，その状態によって健全部よりも深く測定され

る場合（ジャンカ内を突き抜けて壁で反射する場合）

と浅く測定される場合（ジャンカで反射する場合）が

あります。水平に広がる空洞・クラックでは，その表

面で反射するため，健全部より浅く測定されます。

図２ ジャンカ（左，中央）・水平クラック（右）の探査



＜測定の際の配慮事項＞

２による測定には、以下のような配慮が必要です。

（１）平な部材表面： ２のセンサーおよびインパクターを適切に作動させるためには，平な部材表面でご

利用ください。

（２）ハンマーを使った測定：測定方法は，ハンドルのライトがグリーンに点灯後，ハンドル裏のトリガーボ

タンの替わりに，本体に近い場所を上記ハンマーで打音してください。

（３）角柱，円柱状の厚さの測定：（ ）式のベータファクターは，部材の形状による幾何学的因子で，壁や床

では ，角柱や円柱状のものではその断面形状に起因する複数の共鳴を持つため となります。よ

って柱状のものでは，実際の音速が小さくなりますので，初期設定値 のままで測定した場合，

実際よりも深く表現されます。

（４）高強度コンクリートの場合：音速校正をせずに 以上の高強度コンクリートで測定をする場合

は，音速を に設定してください。

（５）側壁からの影響：部材の大きさ（縦、横）が、部材厚さの約 倍より小さい場合は、側壁からの反射の

影響を受けるため、第一共振周波数の判別が困難な場合があります。

（ ）予想躯体厚（ ）の設定：初期設定では，設定画面の最下段にある「予

想躯体厚」が６ （ ）となっています。それ以上の厚さを測定する場合は，必ずこの値を変更し

てください。初期設定の状態では （ ）の測定が可能です。
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